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(57)【要約】
　食廃棄物ディスポーザ取り付けアセンブリは、流し台
に対する主要取り付けシステムとして、ねじ式のカラー
システムを有するステンレス鋼の流し台フランジを用い
る。ステンレス鋼の流し台フランジを差し込み固定リー
ドカラーおよびねじ式ナットカラーと接続することによ
って、流し台への振動および音の伝達路を削減すると共
に、間接的な状態にする。ストッパおよび磁石を用いた
リードスイッチの組み込みは、バッチフィード式ディス
ポーザとして用いるためのユニットに改善する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　食品廃棄物ディスポーザ用の取り付けシステムであって、
　食品廃棄物ディスポーザを流し台に接続するように適合される流し台フランジであって
、
　管状本体、
　管状本体から横断方向に延在し、管状本体に一様に連結される取り付けフランジ、
　外壁から外向きに延在する少なくとも１つの第１のくぼみを有する管状本体の外壁を有
する流し台フランジと、
　カラーであって、
　少なくとも１つの第１のくぼみを摺動可能に収容するように適合されるくぼみ取り付け
具の凹部、
　少なくとも１つのくぼみと着脱可能に係合し、カラーを流し台フランジに着脱可能に係
合するために、くぼみ取り付け具の凹部に対して横断方向に向けられたくぼみ挿入トラッ
クを有するカラーとを備える、取り付けシステム。
【請求項２】
　流し台フランジがさらに、管状本体の内壁から内向きに延在する少なくとも１つの第２
のくぼみを含む、請求項１に記載の取り付けシステム。
【請求項３】
　流し台フランジの管状本体によって画定される空洞内部に着脱可能に収容されるように
適合されるストレーナをさらに備え、ストレーナが、ストレーナを流し台フランジに着脱
可能に係合するために、少なくとも１つの第２のくぼみを摺動可能に収容するように適合
される少なくとも１つのくぼみ収容チャネルを有する、請求項２に記載の取り付けシステ
ム。
【請求項４】
　ストレーナが、ストレーナに配置される少なくとも１つの磁石を含む、請求項３に記載
の取り付けシステム。
【請求項５】
　カラーに取り付けられる少なくとも１つのリードスイッチをさらに備え、ストレーナが
空洞内に配置されるとき、ストレーナが、磁石がリードスイッチと位置合わせされるまで
回転可能であり、磁石に対するリードスイッチの接近により、リードスイッチの接点を閉
じるように動作可能であり、食品廃棄物ディスポーザに通電する、請求項４に記載の取り
付けシステム。
【請求項６】
　カラー上に作成された複数のねじ山と、
　カラーの複数のねじ山の外側に位置し、複数のねじ山と螺合可能であるカラーナットと
をさらに備え、カラーナットおよびフランジが、流し台の壁の両面と接触するように適合
される、請求項１に記載の取り付けシステム。
【請求項７】
　カラーが、本体に連結されるカラーフランジを含み、本体がさらに、
　内面に作成される複数のねじ山を有する内面と、
　流し台フランジに対してカラーフランジの軸方向の回転を促進するように適合される少
なくとも１つのリブとを有する、請求項１に記載の取り付けシステム。
【請求項８】
　くぼみ挿入トラックが、くぼみ取り付け具の凹部の端部で位置しその端部から横断方向
に延在し、カラーを初めに軸方向に回転することなく、流し台フランジへのカラーの収容
および流し台フランジからカラーの軸方向の除去を防止する、請求項１に記載の取り付け
システム。
【請求項９】
　食品廃棄物ディスポーザ用の取り付けシステムであって、
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　食品廃棄物ディスポーザを流し台に接続するように適合されるポリマー材料からなる流
し台フランジであって、
　管状本体の外壁に作成されるねじ山を有する管状本体、
　管状本体から横断方向に延在し、管状本体に一様に連結される環状取り付けフランジ、
　弾性的に偏向可能な取り付け部保持リングを収容するように適合される外向きの凹面幾
何形状を有する環状溝を有する流し台フランジと、
　管状本体の左巻きねじ山を螺合するように適合される複数の左巻きねじ山を有するねじ
山付きカラーとを備え、ねじ山付きカラーが管状本体と螺合可能であるときに、ねじ山付
きカラーおよび環状取り付けフランジが、その間に流し台本体を収容するように適合する
、取り付けシステム。
【請求項１０】
　環状溝における取り付け部保持リングの装着前に、管状本体の上に摺動可能に収容され
る取り付けフランジをさらに含み、取り付け部保持リングが、取り付けフランジを着脱可
能に保持するように適合される、請求項９に記載の取り付けシステム。
【請求項１１】
　環状溝に収容されるときに、取り付け部保持リングの直径より小さい内径を画定する取
り付けフランジの圧延部分をさらに含み、圧延部分が、フランジ取り付け部を係合して保
持するように適合される、請求項１０に記載の取り付けシステム。
【請求項１２】
　取り付け部保持リングが、金属材料から構成され、流し台フランジ上のディスポーザユ
ニットによって誘発される重力／重量負荷による、取り付けフランジの取り外しを防止す
るために、せん断負荷支持材を提供する、請求項１０に記載の取り付けシステム。
【請求項１３】
　ディスポーザユニットに連結されるように適合されるディスポーザ取り付け具本体フラ
ンジをさらに含み、ディスポーザ取り付け具本体フランジが、ディスポーザ取り付け具本
体フランジを取り付けフランジに係合するために、時計回り回転において回転可能であり
、時計回り回転が、ねじ山付きカラーナットの回転に対抗するように作用して、ねじ山付
きカラーナットを緩めないようにする、請求項１０に記載の取り付けシステム。
【請求項１４】
　環状取り付けフランジの形状に対応して成形され、環状取り付けフランジの上に摩擦的
に結合される金属材料からなる被覆リングをさらに含む、請求項９に記載の取り付けシス
テム。
【請求項１５】
　外側管状本体部分１０４の内部孔壁１２２から内向きに延在する環状溝の凸面形状の部
分をさらに含む、請求項９に記載の取り付けシステム。
【請求項１６】
　管状本体の外壁に作成されるねじ山が、左巻きのねじ山である、請求項９に記載の取り
付けシステム。
【請求項１７】
　食品廃棄物ディスポーザ用の取り付けシステムであって、
　食品廃棄物ディスポーザを流し台に接続するように適合される流し台フランジを備え、
流し台フランジが、管状本体から横断方向に延在し、管状本体に一様に連結される取り付
けフランジと、外壁から外向きに延在する複数の第１の突出部を有する管状本体の外壁と
、管状本体の内壁から内向きに延在する少なくとも１つの第２の突出部とを有し、さらに
　リードスイッチカラーであって、
　内側管状幾何形状における複数の差し込みくぼみ取り付け具の凹部を含み、差し込みく
ぼみ取り付け具の凹部が、ねじ山付きリードスイッチカラーを流し台フランジに取り付け
るために、流し台フランジの外向き突出部を摺動可能に収容するように適合され、
　リードスイッチカラーに取り付けられる少なくとも１つのリードスイッチ、
　複数の外向きに向けられた切削ねじを含むリードスイッチカラーと、
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　フランジと流し台フランジの取り付けフランジとの間に、流し台を係合するように適合
されるフランジを有するねじ山付きカラーとを備え、複数のねじ山が、リードスイッチカ
ラーの切削ねじと螺合可能であるように適合される、取り付けシステム。
【請求項１８】
　流し台フランジの管状本体によって画定される空洞内部に着脱可能に収容されるように
適合されるストレーナをさらに備え、ストレーナが、ストレーナを流し台フランジに着脱
可能に係合するために、少なくとも１つの第２の突出部を摺動可能に収容するように適合
される少なくとも１つのくぼみ収容チャネルを有する、請求項１７に記載の取り付けシス
テム。
【請求項１９】
　ストレーナが、ストレーナに配置される少なくとも１つの磁石を含む、請求項１８に記
載の取り付けシステム。
【請求項２０】
　ストレーナが空洞内に配置されるときに、ストレーナが、磁石がリードスイッチと位置
合わせされるまで回転可能であり、磁石に対するリードスイッチの接近により、リードス
イッチの接点を閉じるように動作可能であり、食品廃棄物ディスポーザに通電する、請求
項１９に記載の取り付けシステム。
【請求項２１】
　リードスイッチカラーの円形チャネルに係合されるスナップリングをさらに備える、請
求項１８に記載の取り付けシステム。
【請求項２２】
　リードスイッチカラーが、少なくとも１つのリードスイッチに連結される複数のリード
スイッチワイヤの個別のワイヤ用の経路指定路を提供するチャネルを含み、複数のスロッ
トが、リードスイッチカラーに形成され、リードスイッチワイヤが出ることを可能にする
、請求項２１に記載の取り付けシステム。
【請求項２３】
　スナップリングに作成される複数の切欠きが、スロットの個別のスロットと位置合わせ
可能であり、リードスイッチワイヤ用の間隙を提供する、請求項２２に記載の取り付けシ
ステム。
【請求項２４】
　スナップリングが、少なくとも１つのリードスイッチと係合して、少なくとも１つのリ
ードスイッチを保持する少なくとも１つの延在部を含む、請求項２１に記載の取り付けシ
ステム。
【請求項２５】
　廃棄物ディスポーザの振動が廃棄物ディスポーザの望ましくない停止をしないようにす
るために、戻り止めとして「オン」位置を着脱可能に保持するように作用する少なくとも
１つのくぼみ収容チャネル内に位置決めされる弾性バンパをさらに備える、請求項１８に
記載の取り付けシステム。
【請求項２６】
　リードスイッチカラーがさらに、差し込み型くぼみ取り付け具の凹部に対して横断方向
に向けられ、差し込み型くぼみ取り付け具の凹部の個別の凹部に入る少なくとも２つの差
し込み用くぼみ挿入トラックを含む、請求項１７に記載の取り付けシステム。
【請求項２７】
　差し込み用くぼみ挿入トラックが、磁気ストレーナが唯一の予め設計された位置配向で
、流し台フランジに挿入されることを可能にするために非対称に合わせて配置される、請
求項２６に記載の取り付けシステム。
【請求項２８】
　リードスイッチカラーが、少なくとも１つのリードスイッチのそれぞれの取り付け位置
に設けられたリードスイッチカラーの内壁から延在するリードスイッチ取り付けポストを
含む、請求項１７に記載の取り付けシステム。
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【請求項２９】
　食品廃棄物ディスポーザ用の取り付けシステムであって、
　食品廃棄物ディスポーザを流し台に接続するように適合される流し台フランジを備え、
流し台フランジが、管状本体から横断方向に延在し、管状本体に一様に連結される取り付
けフランジと、外壁から外向きに延在する複数の第１の突出部を有する管状本体の外壁と
、管状本体の内壁から内向きに延在する少なくとも１つの第２の突出部とを有し、さらに
　リードスイッチカラーであって、
　内側管状幾何形状における複数の差し込みくぼみ取り付け具の凹部を含み、差し込みく
ぼみ取り付け具の凹部が、リードスイッチカラーを流し台フランジに取り付けるために、
流し台フランジの外向き突出部を摺動可能に収容するように適合され、
　リードスイッチカラーに取り付けられるリードスイッチ、
　リードスイッチカラーの円形チャネルに係合されるスナップリングであって、リードス
イッチと係合して、リードスイッチをリードスイッチカラーに保持する延在部を含むスナ
ップリングを含むリードスイッチカラーとを備える、取り付けシステム。
【請求項３０】
　リードスイッチカラーが、複数の外向きに向けられた切削ねじを含む、請求項２９に記
載の取り付けシステム。
【請求項３１】
　フランジと流し台フランジの取り付けフランジとの間に、流し台を係合するように適合
されるフランジを有するねじ山付きカラーをさらに備え、複数のねじ山が、リードスイッ
チカラーの切削ねじと螺合可能であるように適合される、請求項３０に記載の取り付けシ
ステム。
【請求項３２】
　流し台フランジの管状本体によって画定される空洞内部に着脱可能に収容されるように
適合されるストレーナをさらに備え、ストレーナが、リードスイッチと位置合わせするよ
うに適合される磁石を有し、磁石に対するリードスイッチの接近により、リードスイッチ
の接点を閉じるように動作可能であり、食品廃棄物ディスポーザに通電する、請求項２９
に記載の取り付けシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００７年６月６日に出願された米国仮出願第６０／９４２，２７５号の優
先権を主張するものである。上記の明細書の開示内容は、参照により本明細書に組み込ま
れる。
【０００２】
　本開示は、食品廃棄物ディスポーザおよび食品廃棄物ディスポーザ用の取り付けシステ
ムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　次段落の記述は、本開示に関する背景情報を提供するものであって、従来技術を構成す
るわけではない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　知られている食品廃棄物ディスポーザは、主要な取り付け手段としてねじを用いる。ね
じまたは締結具の欠点は、ディスポーザから流し台に振動用の直接路を作成する可能性が
あり、したがって、動作雑音または振動を伝達する可能性があることである。他の一般的
な取り付けシステムは、すべてプラスチックの流し台フランジおよびコネクタカラー取り
付けを用いる。磁気切り替えデバイスを含むには厚すぎる可能性があり、プラスチックは
、ステンレス鋼の流し台フランジの壁ほどディスポーザと接触することが多い家庭用化学
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薬品に対してあまり影響されないわけではないため、プラスチックの流し台フランジ壁は
、複数の欠点を有する。さらに、プラスチックは、多くの消費者にとってステンレス鋼よ
り必ずしも廉価ではないが、あまり望ましくない外観を生じる可能性があり、それほど堅
牢にも見えない可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　食品廃棄物ディスポーザ取り付けアセンブリは、流し台に対する主要取り付けシステム
として、ねじ式のカラーシステムを有するステンレス鋼の流し台フランジを用いる。ステ
ンレス鋼の流し台フランジを差し込み固定カラーおよびねじ式ナットカラーと接続するこ
とによって、流し台への振動および音の伝達路を削減すると共に、間接的な状態にする。
ストッパおよび磁石を用いたリードスイッチの組み込みは、バッチフィード式ディスポー
ザとして用いるためのユニットに改善する。
【０００６】
　利用可能性のさらなる領域は、本明細書の説明から明白となる。説明および特定の実施
例は、例示の目的のためだけに意図されており、本開示の範囲を限定することを意図して
いないことを理解すべきである。
【０００７】
　本明細書に記載される図面は、例示の目的のためだけであり、本開示の範囲をなんら限
定することを意図していない。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本開示の食品廃棄物ディスポーザ用の取り付けシステムの複数の実施形態による
取り付けアセンブリおよび磁気ストレーナトップの上部斜視図である。
【図２】図１の取り付けアセンブリの断面側面図である。
【図３】リードスイッチおよび磁気ストレーナをさらに示す図２と類似の断面側面図であ
る。
【図４】本開示のくぼみ付き流し台フランジの側面斜視図である。
【図５】図４の流し台フランジの上部平面図である。
【図６Ａ】本開示の流し台フランジアセンブリ示す斜視図である。
【図６Ｂ】本開示の個別の流し台フランジを示す斜視図である。
【図６Ｃ】本開示のガスケットクランプを有する防振器取り付けガスケットを示す斜視図
である。
【図７Ａ】本開示の防振器取り付けガスケットの側面断面図である。
【図７Ｂ】本開示の防振器取り付けガスケットの上部平面図である。
【図７Ｃ】本開示の防振器取り付けガスケットの部分断面側面図である。
【図８】本開示のグリップリブを有するねじ山付きナットカラーの上部斜視図である。
【図９Ａ】図８のねじ山付きナットカラーをさらに示す。
【図９Ｂ】図８のねじ山付きナットカラーをさらに示す。
【図９Ｃ】図８のねじ山付きナットカラーをさらに示す。
【図９Ｄ】図８のねじ山付きナットカラーをさらに示す。
【図９Ｅ】図８のねじ山付きナットカラーをさらに示す。
【図９Ｆ】図８のねじ山付きナットカラーをさらに示す。
【図９Ｇ】図８のねじ山付きナットカラーをさらに示す。
【図１０】本開示のリードスイッチ、くぼみ固定差し込み及びワイヤを有するねじ山付き
リードカラーの上部斜視図である。
【図１１Ａ】図１０のねじ山付きリードカラーをさらに示す。
【図１１Ｂ】図１０のねじ山付きリードカラーをさらに示す。
【図１１Ｃ】図１０のねじ山付きリードカラーをさらに示す。
【図１１Ｄ】図１０のねじ山付きリードカラーをさらに示す。
【図１１Ｅ】図１０のねじ山付きリードカラーをさらに示す。
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【図１１Ｆ】図１０のねじ山付きリードカラーをさらに示す。
【図１１Ｇ】図１０のねじ山付きリードカラーをさらに示す。
【図１１Ｈ】図１０のねじ山付きリードカラーをさらに示す。
【図１１Ｊ】図１０のねじ山付きリードカラーをさらに示す。
【図１２】本開示の取り付けアセンブリの底部斜視図である。
【図１３Ａ】本開示のリードスイッチコネクタアセンブリを示す。
【図１３Ｂ】本開示のリードスイッチコネクタアセンブリを示す。
【図１３Ｃ】本開示のリードスイッチコネクタアセンブリを示す。
【図１３Ｄ】本開示のリードスイッチコネクタアセンブリの切り替え図を示す。
【図１４】本開示の磁気ストレーナの側部斜視図である。
【図１５Ａ】図１４の磁気ストレーナアセンブリをさらに示す。
【図１５Ｂ】図１４の磁気ストレーナアセンブリをさらに示す。
【図１５Ｃ】図１４の磁気ストレーナアセンブリをさらに示す。
【図１５Ｄ】図１４の磁気ストレーナアセンブリをさらに示す。
【図１５Ｅ】図１４の磁気ストレーナアセンブリをさらに示す。
【図１６Ａ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１６Ｂ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１６Ｃ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１６Ｄ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１６Ｅ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１６Ｆ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１６Ｇ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１６Ｈ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１６Ｊ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１７Ａ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｂ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｃ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｄ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｅ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｆ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｇ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｈ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｊ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｋ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｍ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１７Ｎ】図１４の磁気ストレーナをさらに示す。
【図１８Ａ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１８Ｂ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１８Ｃ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１８Ｄ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１８Ｅ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１８Ｆ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１８Ｇ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１８Ｈ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１８Ｊ】図４の流し台フランジをさらに示す。
【図１９】図８のねじ山付きナットカラーのアセンブリおよび図６Ａの流し台フランジア
センブリの側面図である。
【図２０Ａ】本開示の流し台フランジガスケットを示す。
【図２０Ｂ】本開示の流し台フランジガスケットを示す。
【図２０Ｃ】本開示の流し台フランジガスケットを示す。



(8) JP 2010-528845 A 2010.8.26

10

20

30

40

50

【図２０Ｄ】本開示の流し台フランジガスケットを示す。
【図２１】図１０のねじ山付きリードカラーの上部斜視図である。
【図２２】本開示のスナップ式ワイヤおよびスイッチ保持リングの上部斜視図である。
【図２３】本開示の複数の実施形態による磁気ストレーナのない装着された取り付けアセ
ンブリの断面正面図である。
【図２４】図２３の取り付けアセンブリの流し台フランジの断面正面図である。
【図２５】図２３の装着された取り付けアセンブリの前部斜視図である。
【図２６】流し台ベースにねじ山付きカラーナットを用いて装着された図２４の流し台フ
ランジのサブアセンブリの断面正面図である。
【図２７】食品廃棄物ディスポーザフランジ取り付けの装着をさらに示す図２６のサブア
センブリの断面正面図である。
【図２８】取り付け保持リングの装着をさらに示す図２７の断面正面図である。
【図２９】食品廃棄物ディスポーザ取り付け具本体フランジの装着をさらに示す図２８の
サブアセンブリの断面正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下の説明は本質的に例示に過ぎず、本開示、用途または使用を限定することを意図し
ていない。図面全体にわたって、対応する参照符号は、類似または対応する部品および特
徴部を指すことを理解すべきである。
【００１０】
　図１、図５および図６Ａから図６Ｂを全般的に参照すると、取り付けシステム２は、複
数の小さな突出特徴部またはくぼみ６を有する取り付けシステム流し台フランジ４を含む
。くぼみ６は、外側半径方向面１０から外向きに延在する凸面または外向き突出部８と、
流し台フランジ４の管状部分１４の内側半径方向面１１に形成される凹面または内向き突
出部１２との２つのタイプからなる。
【００１１】
　図２、図３、図４、図６Ａから図６Ｃ、図７Ａから図７Ｃ、図１８Ａから図１８Ｈ、図
１８Ｊおよび図１９を全般的に参照すると、取り付けシステム２の流し台フランジ４は、
防振器取り付けガスケット１８の摩擦取り付け具用の半径方向に凹部のあるフック特徴部
１６を有する。防振器取り付けガスケット１８は、バンドクランプなどの１つ以上の締め
付け具２０を用いて取り付けられる。周縁スロット２１が、各締め付け具２０を位置合わ
せさせるために、取り付けガスケット１８に形成される。
【００１２】
　図８、図９Ａから図９Ｇ、図１０、図１２、図１９および図２１を全般的に参照すると
、取り付けシステム２はまた、流し台２６の下部開口部への取り付けシステム２のアセン
ブリを締め付けて固定するためのねじ山付きリードスイッチカラー２４に螺着するねじ山
付きカラーナット２２を含む。流し台２６は、鋼、鉄、セラミックなどの材料から構成さ
れることができるが、これらに限定されるわけではない。
【００１３】
　再び図８、図１０および図１２を全般的に参照すると、ねじ山付きカラーナット２２は
さらに、上部平面またはフランジ２８と、補強のため、手または特殊なレンチ工具（図示
せず）を用いて、ねじ山付きカラーナット２２をリードスイッチカラー２４に締め付ける
のを助けるために、反対側の底面３２にある複数のグリップリブ３０とを備える。ねじ山
付きカラーナット２２の上部平面またはフランジ２８に対して垂直に、ねじ山付きリード
スイッチカラー２４への螺着取り付けのための複数の強力な切削ねじ３６を有するねじ山
付きカラーナット２２の内部管状部分３４がある。
【００１４】
　図２、図３、図４、図５、図８、図９Ｇ、図１０および図１１Ａから図１１Ｈ、図１１
Ｊおよび図２１を全般的に参照すると、ねじ山付きリードスイッチカラー２４は、内側管
状幾何形状に成形され、複数の差し込み型くぼみ取り付け具の凹部３８、３８’が、幾何
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形状に成形されて、ねじ山付きリードスイッチカラー２４を流し台フランジ４に固定取り
付けする手段として、流し台フランジ４の複数の外側突出部８に適合するようになってい
る。ねじ山付きリードスイッチカラー２４は、横断方向に向けられる少なくとも２つの差
し込み用くぼみ挿入トラック４０、４０’を含み、差し込み型くぼみ取り付け具の凹部３
８、３８’の個別の凹部に入る。差し込み用くぼみ挿入トラック４０、４０’は、非対称
（１８０°逆転などの均等な角度間隔で向けられていないことを意味する）であり、磁気
ストレーナ４２が、唯一の予め設計された位置配向で、流し台フランジ４に挿入されるこ
とを可能にする。
【００１５】
　図１０、図１１Ａから図１１Ｈ、図１３Ａから図１３Ｄおよび図１４を全般的に参照す
ると、ねじ山付きリードスイッチカラー２４はまた、その外部円筒形幾何形状、すなわち
、ねじ山付きカラーナット２２の切削ねじの取り付けのための複数の強力な切削ねじ４４
に成形されている。ねじ山付きリードスイッチカラー２４はまた、複数の内部に配置され
た磁気リードスイッチ４６およびリードスイッチワイヤ４８を含み、これらはリードスイ
ッチカラー２４に組み立てられ、磁気ストレーナ４２における磁石５０との「実質的に」
位置合わせに対応して、この位置合わせによって作動する。実質的な位置合わせは、磁気
リードスイッチ４６の個別のスイッチと個別の磁石５０の約５０％以上の重なりで生じる
。
【００１６】
　図３、図１０、図１１Ａから図１１Ｈ、図１１Ｊ、図１３Ａから図１３Ｄ、図１４およ
び図１５Ａから図１５Ｅを全般的に参照すると、磁石５０およびリードスイッチ位置５２
の大きさおよび幾何形状は、その適切な内部くぼみチャネル５４に磁気ストレーナ４２の
回転により、リードスイッチ４６が対になっている「オン」位置５６または「オフ」位置
５８のいずれかを作動し、安全装置として冗長スイッチを提供するようになっている。こ
の切り替えは、複数のリードスイッチ４６および幾何形状を利用することによって、１つ
の動作モードまたは複数の動作モードとして設計されることができる。弾性材料バンパ６
６が設けられ、廃棄物ディスポーザの通常の振動がユニットの望ましくない停止をしない
ようにするために、戻り止めとして「オン」位置５６を着脱可能に保持するように作用す
る。
【００１７】
　図２、図３、図１４、図１５Ａから図１５Ｅ、図１６Ａから図１６Ｈ、図１６Ｊ、図１
７Ａから図１７Ｈ、図１７Ｊから図１７Ｋおよび図１７Ｍから図１７Ｎを全般的に参照す
ると、磁気ストレーナ４２は、ストレーナ周縁部６２の周囲にチャネル５４を含み、この
チャネルは、流し台フランジ４の内部くぼみまたは内側突出部１２の幾何形状に対応し、
流し台フランジ４が設計された位置またはチャネルにおいてトラッキングし、所定のトラ
ックで停止することを可能にする。これらの位置は、予め指定された磁石５０およびリー
ドスイッチ４６の「オン」位置５６または「オフ」位置５８である。
【００１８】
　図２、図３、図１４、図１５Ａから図１５Ｅ、図１７Ａから図１７Ｈ、図１７Ｊから図
１７Ｋおよび図１７Ｍから図１７Ｎを全般的に参照すると、磁気ストレーナ４２は、１つ
以上の偏向可能な係合つまみ６８を用いて共に嵌合することができ、清掃を容易にするた
めに外すことができる上部６４および下部６６を含む１つ以上の部品を含む。磁気ストレ
ーナ４２は、磁気ストレーナ４２が唯一の予め設計された位置配向で、流し台フランジ４
に挿入されることを可能にする非対称である少なくとも２つのくぼみ挿入トラック７０を
有する。
【００１９】
　図２、図１９および図２０を全般的に参照すると、弾性材料からなる流し台フランジガ
スケット７２は、流体シールを作成するために、両側の面に複数の波状曲線または畝７４
を含む。流し台フランジガスケット７２は、流体シールを提供し、図１９に示される食品
廃棄物ディスポーザ７６から流し台２６への雑音路および振動路をさらに分離するために
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、流し台フランジ４を取り付けるために用いられることができる。
【００２０】
　図１０、図１１、図２１および図２２を全般的に参照すると、スナップリング７８のス
ナップは、ねじ山付きリードスイッチカラー２４の円形状のチャネル８０と係合する。ス
ナップリング７８は、複数の延在部７２を含み、リードスイッチ４６の個別のスイッチと
係合して、リードスイッチ４６を保持する。ねじ山付きリードスイッチカラー２４の内壁
８５から延在するリードスイッチ取り付けポスト８４もまた、リードスイッチ４６の各取
り付け位置に設けられる。チャネル８０もまた、リードスイッチ４６のリードスイッチワ
イヤ４８の個別のワイヤ用の経路指定路を提供し、複数のスロット８６が、ねじ山付きリ
ードスイッチカラー２４に形成され、リードスイッチワイヤ４８が出ることを可能にする
。図２２において最もよく分かるように、スナップリング７８に作成される複数の切欠き
８８が、スロット８６の個別のスロットと位置合わせ可能であり、リードスイッチワイヤ
４８用のさらなる間隙を提供する。
【００２１】
　図２３を参照すると、食品廃棄物ディスポーザ取り付けシステム９０の別の実施形態は
、流し台フランジへの経路を介してディスポーザへのモータ雑音の雑音伝達を削減する。
ポリマー材料の流し台フランジ９２は、流し台９４（部分的にのみ示される）に位置決め
される。上部流し台面９８の上に位置決めされるワッシャ９６は、流し台フランジ９２の
外側管状本体部分１０４に形成される複数のねじ山１０２と係合するねじ山付きカラーナ
ット１００と螺合することによって、流し台面９８に対して圧縮される。フランジ取り付
け部１０６は、ねじ山１０２の下の外側管状本体部分１０４の上に摺動可能に収容され、
取り付け部保持リング１０８は、フランジ取り付け部１０６の下に位置している。取り付
け部保持リング１０８は、流し台フランジ９２の自由端１１２で形成される拡張リップ１
１０を通り過ぎるように、直径方向に広げることができる。取り付け部保持リング１０８
は、拡張リップ１１０の上および拡張リップ１１０の付近に形成される環状溝１１４の中
に摩擦的に収容される。さらなる実施形態によれば、ステンレス鋼などの金属材料からな
る被覆リング１１６は、流し台フランジ９２の環状フランジ１１８の形状に対応して成形
され、その上に摩擦的に結合されることができる。
【００２２】
　図２４を参照すると、流し台フランジ９２は、環状フランジ１１８に一様に連結される
外側管状本体部分１０４を含む。複数のねじ山１０２は、外側管状本体部分１０４と同時
成形され、外側管状本体部分１０４から外向きに延在する。複数の実施形態によれば、ね
じ山１０２は、左巻きのねじ山である。環状溝１１４は、外側に面する凹面の幾何形状を
有し、外側管状本体部分１０４の内部孔壁１２２から内向きに延在する凸面形状部分１２
０を含んでもよい。
【００２３】
　図２５を参照し、図２３を再び参照すると、フランジ取り付け部１０６が位置決めされ
、取り付け部保持リング１０８の装着によって保持された後、ディスポーザユニット１２
６（部分的にのみ示される）に連結されるディスポーザ取り付け具本体フランジ１２４は
、ディスポーザユニット１２６をディスポーザ取り付けシステム９０および流し台９４に
係合するために、時計回り回転「Ｚ」に回転される。ディスポーザ取り付け具本体フラン
ジ１２４の時計回り回転は、ねじ山付きカラーナット１００の回転に対抗するように作用
し、ねじ山付きカラーナット１００が、ディスポーザユニット１２６の装着によって緩ま
ないようにする。ディスポーザ取り付け具本体フランジ１２４から半径方向に延在するリ
ング１２８は、フランジ取り付け部１０６から半径方向に延在するアーム１３０と接触す
ることができ、フランジ取り付け部１０６に対するディスポーザ取り付け具本体フランジ
１２４の回転移動を制限する。
【００２４】
　図２６を参照すると、装着手順は、以下の通りである。流し台フランジ９２は、流し台
９４の開口部１３２の中に位置合わせされ、環状フランジ１１８がワッシャ９６の上向き
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面１３４と接触するようになっている。ワッシャ９６は、ワッシャ９６が環状フランジ１
１８と当接するまでねじ山１０２の外側を摺動することを可能にする環状孔を有する。ね
じ山付きカラーナット１００は、ねじ山１０２と螺合して、ワッシャ９６が流し台面９８
に対して圧縮されるまで回転される。
【００２５】
　図２７および図２８を参照すると、フランジ取り付け部１０６がねじ山付きカラー１０
０に当接するか、またはねじ山付きカラー１００の付近に位置決めされるまで、フランジ
取り付け部１０６は次に、拡張リング１１０および外側管状本体部分１０４の上にねじ山
１０２まで摺動可能に押し付けられる。フランジ取り付け部１０６を所定の位置に一時的
に保持している間、取り付け部保持リング１０８は次に、流し台フランジ９２の自由端１
１２で延長リング１１０を通り過ぎて摺動するように、弾性的に直径方向に広げられ、環
状溝１１４内部で摩擦接触するように付勢することによってその中に着座する。その後で
、取り付け部保持リング１０８の直径より小さい内径を画定する取り付けフランジ１０６
の圧延部分１３６が、フランジ取り付け部１０６を保持する。取り付け部保持リング１０
８は、金属材料から構成されることができ、流し台フランジ９２上のディスポーザユニッ
トによって誘発される重力／重量負荷によって、フランジ取り付け部１０６の取り外しを
防止するために、せん断負荷支持材を提供する。
【００２６】
　図２９を参照し、図２５を再び参照すると、ディスポーザ（図示せず）は、フランジ取
り付け部１０６に当接するように位置決めされる。ディスポーザ取り付け具本体フランジ
１２４は次に、フランジ取り付け部１０６と回転可能に係合される。ディスポーザ取り付
け具本体フランジ１２４は、ディスポーザ取り付け具本体フランジ１２４を締め付けるた
めに、時計回り方向に回転される。
【００２７】
　本開示の食品廃棄物ディスポーザ取り付けアセンブリは、複数の利点を提供する。取り
付けアセンブリは、その主要取り付けシステムとしてのねじ式のカラーシステムを有する
ステンレス鋼またはプラスチックの流し台フランジを用いる。差し込み固定リードカラー
およびねじ式ナットカラーを有するステンレス鋼またはプラスチックの流し台フランジを
用いることによって、流し台への振動および音の伝達路をより小さくと共に、間接的な状
態にする。振動およびモータ粉砕音の両方が、削減される。システムはまた、リードスイ
ッチに適応することができ、磁石を有するストッパがユニットをバッチフィード式ディス
ポーザにする。本開示のステンレス鋼のフランジの使用は、ディスポーザから流し台への
直接接続を排除し、種々の流し台の厚さに適応することができる。
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